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幼児教育研究所（以下「幼研」といいます。）では、久留米市総合幼児センター条例及び久留米市こど

も計画に基づき、発達支援事業を実施しています。発達支援は、お子さんが今生活する場所で楽しく過ご

せるように、また、将来大人になった時、自分に自信を持ち笑顔で暮らせるようになるために行うものです。 

幼研では、医師、保育士、臨床心理士、社会福祉士などの専門職が連携し、相談をお受けした上で、年

齢や発達段階、特性に応じた環境調整やアプローチを行い、発達を促していきます。また、それぞれの年齢

で必要なソーシャルスキルトレーニングを行います。その結果、幼研でできたことが、家庭や地域、保育所な

どの日常生活の場面で発揮されていくことをめざしており、このことが、もっとも大切であると考えています。 

また、お子さんが適切な学びの場に繋がるように、保護者の方だけでなく、お子さんに関わるすべての関

係者が、就学後の教育環境について理解を深めていくことも重要であると考えております。 

このようなことを胸にとめ、関係機関の皆様と連携しながら、お子さんと保護者のために各種事業を進め

てまいりたいと考えておりますので、本年度の幼研の取組みについて、ご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。 
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【本年度の発行物・行事】 

〇虹のかけ橋：小学校生活を紹介したリーフレット １月末の幼保小合同研修会で配布予定です。 

〇幼研だより：年２回発行予定です。 

〇子育て講演会：６月２０日(土)市内保育所等職員を対象に、子ども保育課と共同で行いました。 

〇子育て講演会：１１月２８日(土)本研究所に通所している保護者を対象に行います。 

〇木曜版ペアレントトレーニング：７月～１１月の毎月１回、本研究所に通所している年長児保護者

を対象に行います。 

〇金曜版ペアレントトレーニング：１０月～２月の毎月１回、本研究所に通所している年少年中児保

護者を対象に行います。 

 

【巡回相談の新たな取組を始めます】 

  幼研では、従前より巡回相談事業を実施していますが、待機期間中の対応や療育学級を卒級 

したお子さんのフォローアップ等のための新たな取り組みとして幼研依頼分の巡回相談事業を

始めます。園生活での支援のさらなる充実に向け実施していきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

～ ご 挨 拶 ～ 


